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宮
陵
会
誌
第
67
号
の
記
事
「
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス

30
号
館
新
築
工
事
着
工
」
で
30
号
館
（（
仮
称
）

宮
陵
会
館
）
新
築
工
事
の
起
工
式
に
つ
い
て
完
成

予
想
図
と
と
も
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
現
在

の
工
事
の
進
捗
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
3
月
か
ら
本
格
的
に
始
ま
っ
た
新
築
工
事

は
、
そ
の
後
順
調
に
進
捗
し
、
現
在
は
骨
組
み
全

体
が
防
護
シ
ー
ト
に
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
詳
細
は

確
認
で
き
ま
せ
ん
が
、
写
真
か
ら
全
体
の
規
模
は

お
分
か
り
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

館
内
に
は
、
宮
陵
会
本
部
事
務
室
の
ほ
か
に
、

大
小
の
会
議
室
、多
目
的
ラ
ウ
ン
ジ
、ベ
ビ
ー
ル
ー

ム
な
ど
の
部
屋
が
用
意
さ
れ
、
各
地
域
組
織
の
皆

様
が
大
会
議
室
を
利
用
し
て
総
会
を
開
催
さ
れ
る

こ
と
な
ど
も
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

完
成
は
２
０
１
９
（
平
成
31
）
年
3
月
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
宮
陵
会
館
の
利
用
方
法
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
準
備
が
出
来
次
第
、
宮
陵
会
本
部

の
Ｈ
Ｐ
等
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
文
責
：
佐
藤　

武
）

　
神
奈
川
大
学
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　

30
号
館（
仮
称
）新
築
工
事
の
進
捗
に
つ
い
て

　　

宮
陵
会
誌
第
67
号
の
記
事
「
理
事
長
あ
い
さ
つ
」

で
牧
内
良
平
理
事
長
が
述
べ
ら
れ
た
と
お
り
、
今

秋
に
着
工
さ
れ
た
「
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス

新
築
工
事
」の
起
工
式
が
、本
年
7
月
30
日（
月
）に

行
わ
れ
、
大
学
関
係
者
お
よ
び
設
計
・
施
工
業
者

が
出
席
し
、
工
事
の
無
事
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
起
工
祝
賀
会
に
は
、
大
学
関

係
者
お
よ
び
設
計
・
施
工
者
の
他
に
、
横
浜
市
、

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
な
ど
約
１
５
０
名
が
出
席
さ

れ
、
宮
陵
会
本
部
か
ら
も
大
場
会
長
は
じ
め
、
副

会
長
と
専
務
理
事
が
列
席
い
た
し
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
牧
内
理
事
長
が
、「
新
キ
ャ
ン

パ
ス
の
起
工
に
際
し
、
本
学
の
前
身
、
横
浜
学
院

の
目
の
前
で
あ
る
こ
の
地
に
、
こ
の
よ
う
な
キ
ャ

ン
パ
ス
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
、
苦
学
さ
れ
た
創

立
者
の
米
田
吉
盛
先
生
を
思
う
と
、
非
常
に
感
慨

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
本
学
み
な
と
み
ら
い

キ
ャ
ン
パ
ス
は
世
界
に
開
か
れ
、
多
く
の
国
際
企

業
、
美
術
館
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
等
の
文
化
施

設
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
教
育
・
研
究

は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
連
携
、
産
学
官
連
携
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
ご
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。

　

工
事
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
２
０
２
０
年
度

に
竣
工
し
、
２
０
２
１
年
４
月
に
開
校
す
る
予
定

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

（
文
責
：
佐
藤　

武
）

　
神
奈
川
大
学
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　

新
築
工
事
起
工
式
・
起
工
祝
賀
会

　
　
　

平
成
30
年
７
月
30
日
執
り
行
な
わ
れ
る

写
真
上　

穿
初
の
儀
（
鍬
）　

牧
内
良
平
理
事
長

写
真
右　

み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
新
築
工
事

　
　
　
　

仮
囲
い
の
様
子

写
真
右
上　

会
館
正
面
入
口
か
ら

写
真
左
上　

上
空
か
ら
み
た
会
館
の
全
景

写
真
左　
　

建
物
内
部　

ス
チ
ー
ル
カ
ー
テ
ン　

　
　
　
　
　

ウ
ォ
ー
ル
取
付
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第第
9595
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
予
選
会

回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
予
選
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
事
３
位
で
予
選
通
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
事
３
位
で
予
選
通
過
!!!!

　

第
95
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
（
箱

根
駅
伝
）
予
選
会
が
10
月
13
日
国
営
昭
和
記
念
公

園
で
行
わ
れ
た
。
今
回
は
距
離
変
更
に
よ
り
20
㎞

か
ら
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
（
２
１
・
０
９
７
５
㎞
）

に
な
り
タ
フ
な
レ
ー
ス
だ
。
記
念
大
会
の
た
め
通

常
よ
り
1
校
多
い
11
校
が
予
選
突
破
と
な
る
。
参

加
全
選
手
が
一
斉
ス
タ
ー
ト
、
上
位
10
人
の
合
計

タ
イ
ム
で
争
う
。
応
援
の
重
点
ポ
イ
ン
ト
は
ス

タ
ー
ト
地
点
と
ゴ
ー
ル
2
㎞
手
前
。
2
㎞
手
前
は

選
手
に
と
っ
て
苦
し
い
場
所
だ
が
、
最
後
の
ス

パ
ー
ト
地
点
で
あ
る
た
め
全
員
で
応
援
し
て
選
手

の
背
中
を
後
押
し
す
る
作
戦
だ
。
こ
の
場
所
で
は

体
育
会
サ
ッ
カ
ー
部
を
中
心
に
多
数
の
学
生
が
幟

を
持
ち
一
列
で
大
応
援
団
を
形
成
し
て
い
た
。
神

大
選
手
は
粘
り
の
走
り
で
次
々
に
上
位
通
過
、
見

事
な
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

　

レ
ー
ス
後
、
大
後
監
督
は
、
厳
し
い
指
導
に
耐

え
た
選
手
と
主
将
の
重
責
を
負
わ
せ
た
山
藤
選
手

に
労
い
の
言
葉
を
掛
け
、
い
よ
い
よ
こ
こ
か
ら
が

本
番
、
箱
根
ま
で
更
に
緊
張
感
を
持
っ
て
臨
み
た

い
、
と
決
意
を
話
さ
れ
た
。
我
々
卒
業
生
も
よ
り

力
を
合
わ
せ
て
応
援
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
：
永
田　

晴
彦
）

　
秩
父
宮
賜
杯　

秩
父
宮
賜
杯　

第第
5050
回回

　
　

全
日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
を
熱
烈
応
援

　
　

全
日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
を
熱
烈
応
援

　

平
成
30
年
11
月
4
日
（
日
）
午
前
8
時
5
分
ス

タ
ー
ト
の
各
大
学
選
手
コ
ー
ル
が
始
ま
っ
た
。
前

年
度
優
勝
チ
ー
ム
で
あ
る
わ
が
母
校
の
ゼ
ッ
ケ
ン

ナ
ン
バ
ー
1
番
を
つ
け
た
エ
ー
ス
山
藤
篤
司
選
手

が
最
初
に
呼
ば
れ
て
笑
顔
で
審
判
員
の
チ
ェ
ッ
ク

を
受
け
る
。
熱
田
神
宮
前
の
各
大
学
応
援
ブ
ー
ス

で
は
す
で
に
1
時
間
前
か
ら
応
援
合
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
て
い
る
。
今
年
は
、神
奈
川
大
学
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
部
と
管
弦
楽
団
に
よ
る
応
援
が
華
々
し

く
デ
ビ
ュ
ー
だ
。
昨
年
は
、
宮
陵
会
の
愛
知
み
や

も
会
や
本
部
事
業
委
員
会
や
浜
菊
会
の
メ
ン
バ
ー

が
、
ス
タ
ー
ト
地
点
か
ら
少
し
離
れ
た
場
所
で
熱

烈
な
応
援
を
し
て
選
手
を
激
励
し
た
。
今
年
も
愛

知
み
や
も
会
の
多
湖
会
長
は
じ
め
本
部
か
ら
会
田

副
会
長
、
手
塚
理
事
、
平
出
委
員
等
多
数
の
校
友

が
参
加
さ
れ
応
援
を
繰
り
広
げ
た
。

　

応
援
第
二
ポ
イ
ン
ト
四
日
市
の
山
九
海
山
道
倉

庫
前
付
近
の
タ
イ
ヤ
販
売
店
駐
車
場
に
は
三
重
県

宮
陵
会
の
岡
田
孝
副
会
長
（
44
経
済
）
が
ご
家
族

で
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。
曇
天
の
今
に
も

降
り
出
し
そ
う
な
気
配
の
中
、
持
参
さ
れ
た
テ
ン

ト
を
建
て
て
雨
に
備
え
る
。
三
々
五
々
に
会
員
が

家
族
連
れ
で
参
集
し
て
き
た
頃
に
は
小
雨
模
様
と

な
っ
た
。
本
部
か
ら
持
参
し
た
頑
張
れ
神
奈
川
大

学
の
横
断
幕
も
雨
を
吸
っ
て
重
く
な
る
。
さ
ら
に
、

岡
田
副
会
長
が
持
参
さ
れ
た
幟
10
本
を
全
員
で

持
っ
て
の
応
援
で
あ
る
。
KU
帽
子
も
雨
に
滴
る
中
、

神
大
選
手
が
走
り
抜
け
て
い
く
。
ひ
と
き
わ
大
き

な
声
援
が
飛
び
選
手
を
激
励
し
た
。
応
援
に
駆
け

つ
け
て
く
れ
た
三
重
県
校
友
の
河
崎
義
昭
さ
ん

（
51
年
経
済
）
は
、
根
っ
か
ら
の
ラ
ン
ナ
ー
で
湘

南
国
際
マ
ラ
ソ
ン
に
も
参
加
し
て
い
る
一
方
、
落

語
研
究
部
に
所
属
し
て
い
た
時
か
ら
の
芸
名
金
銀

亭
と
金
で
今
も
笑
わ
せ
る
こ
と
に
余
念
が
な
い
と

か
。
明
る
い
ご
家
族
の
応
援
の
皆
さ
ま
た
ち
と
横

断
幕
の
も
と
で
記
念
集
合
写
真
を
一
枚
。

　

応
援
第
三
ポ
イ
ン
ト
の
津
市
焼
肉
キ
ン
グ
店
付

近
へ
移
動
す
る
。
熱
田
神
宮
応
援
支
援
か
ら
移
動

し
て
の
宮
陵
会
の
会
田
副
会
長
及
び
手
塚
理
事
と

平
出
委
員
が
電
車
で
先
回
り
し
て
ポ
イ
ン
ト
確

保
。
三
重
県
宮
陵
会
の
林
史
昭
会
長
（
41
経
済
）

と
本
田
進
事
務
局
長
（
48
機
械
）
が
KU
小
旗
に
帽

子
で
応
援
。
四
日
市
か
ら
移
動
し
て
き
た
専
務
理

事
の
平
能
達
も
合
流
し
て
、
雨
で
重
く
な
っ
た
横

断
幕
で
応
援
。
す
べ
て
の
選
手
が
通
過
し
た
あ
と
、

津
駅
前
の
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
津
の
交
流
会
場
へ
向

か
っ
た
。
中
川
洋
久
支
配
人（
47
経
済
）の
配
慮
で
、

ホ
テ
ル
内
の
豪
華
な
会
場
で
大
型
画
面
に
映
し
出

さ
れ
る
8
区
越
川
堅
太
選
手
に
大
き
な
声
援
を
送

り
つ
つ
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
と
交
流
す
る
こ
と

が
出
来
た
。
8
位
以
内
の
シ
ー
ド
権
を
取
ら
せ
た

か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
か
ら
の
応
援

の
声
が
届
か
ず
最
終
10
位
で
ゴ
ー
ル
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
文
責
：
平
能　

孝
一
）
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第20回 「JINDAI FESTA」
11/3（土・祝）・4（日）

　昨年は、台風の接近により２日目が中止となった神大フェ　昨年は、台風の接近により２日目が中止となった神大フェ
スタですが、今年は天候も大きく崩れることなく 11 月 3日スタですが、今年は天候も大きく崩れることなく 11 月 3日
と 4日の２日間にわたり、無事開催されました。今年は大学と 4日の２日間にわたり、無事開催されました。今年は大学
創立 90周年記念、かつ第 20回という大きな節目の年でもあ創立 90周年記念、かつ第 20回という大きな節目の年でもあ
り、実行委員会の学生達もかなり気合が入り頑張っている様り、実行委員会の学生達もかなり気合が入り頑張っている様
子がうかがえました。来場者は２日で、約１万２千人となり子がうかがえました。来場者は２日で、約１万２千人となり
ました。ステージ企画やイベント、サークル・ゼミ発表、飲ました。ステージ企画やイベント、サークル・ゼミ発表、飲
食模擬店では「グルメ大作戦」と銘打った人気投票も行われ、食模擬店では「グルメ大作戦」と銘打った人気投票も行われ、
各会場とも大変な賑わいでした。各会場とも大変な賑わいでした。
　大場宮陵会会長が登場したのは「神大スター決定戦」の表彰　大場宮陵会会長が登場したのは「神大スター決定戦」の表彰
式です。二連覇を狙うヒューマンビートボックスのグループや、式です。二連覇を狙うヒューマンビートボックスのグループや、

ダンスチーム、チアリーディング部「WINGS」など
の強豪を抑えて優勝したのは「ジャーマンボーイズ」
の３人組。甲乙付け難い素晴らしいパフォーマンス
が繰り広げられる中、客席からの応援を力に、チュー
バとサックスによる楽しい歌と演奏で接戦を制し、
賞金 10万円の栄冠に輝きました。
　２日間にわたり様々な企画で盛り上がった神大
フェスタは、無事幕を下ろしました。宮陵会では、
本館前に「卒業生憩いのコーナー」を設けており、
今年も多くの方々にお立ち寄りいただきました。来
年もまた、神大フェスタでお会いしましょう。

創立90周年記念　第24回 ホームカミングデー
10/7（日）  am. 10:00～　　

　10月7日（日）に、神奈川大学創立 90周年記念第 24回10月7日（日）に、神奈川大学創立 90周年記念第 24回
神奈川大学ホームカミングデーが横浜キャンパスで開催
されました。当日の気温が 30℃を超えるとても暑い中
1,568 名の方々にご参加いただきました。
　今年度は神奈川大学創立 90周年を記念して、神奈川大
学名誉教授 諸田 實氏をはじめとした 4名の方の感謝表彰
が行われたほか、和光太鼓や本学チアリーディング部な
どによるパフォーマンス、昨年大好評だった横浜商科大
学商学部教授 小林二三夫氏（昭和 48年貿易卒）による
特別講演の第 2弾『もしもに備えるエンディングノート

を書きましょう（上級編）』など、盛りだくさんのイベンを書きましょう（上級編）』など、盛りだくさんのイベン
トで会場が盛り上がりました。トで会場が盛り上がりました。
　また、卒業生による卒業生のための企画（弁護士によ　また、卒業生による卒業生のための企画（弁護士によ
る法律相談、社労士による労務相談、建築士による新築、る法律相談、社労士による労務相談、建築士による新築、
リフォーム・建替え相談、地方卒業生の物産販売等）や、リフォーム・建替え相談、地方卒業生の物産販売等）や、
課外活動全般に対する応援フラッグの寄せ書き、お子様課外活動全般に対する応援フラッグの寄せ書き、お子様
向けのウォークラリーやボルダリング体験、理科工作、向けのウォークラリーやボルダリング体験、理科工作、
お菓子のつかみ取りなどの企画を実施いたしました。卒お菓子のつかみ取りなどの企画を実施いたしました。卒
業後 20年未満の参加者も増えてきております。今年度お業後 20年未満の参加者も増えてきております。今年度お
越しいただいた方もそうでない方も、来年度のホームカ越しいただいた方もそうでない方も、来年度のホームカ
ミングデーにぜひ足をお運びください。ミングデーにぜひ足をお運びください。

20歳のフェスタは、 何かが違う。。

YO
K
O
H
A
M
A
 C
A
M
P
U
S
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第30回 平塚祭 『色彩』をテーマに開催
10/27（土）・28（日）

　創立 90周年記念第 30回平塚祭が「色彩」を　創立 90周年記念第 30回平塚祭が「色彩」を
テーマに、10 月 27日（土）・28日（日）の 2日間、テーマに、10 月 27日（土）・28日（日）の 2日間、
湘南ひらつかキャンパスで開催されました。約湘南ひらつかキャンパスで開催されました。約
100 名の卒業生や来年度の受験生とそのご家族100 名の卒業生や来年度の受験生とそのご家族
も参加して賑わいました。も参加して賑わいました。
　例年通り、メインステージでは、笑 TIME や　例年通り、メインステージでは、笑 TIME や
Dai-M、JAZZ 研究会、アンプラグドmusic によDai-M、JAZZ 研究会、アンプラグドmusic によ
る発表が行われました。1号館では各サークルる発表が行われました。1号館では各サークル
による企画、実行委員による子供向けのイベンによる企画、実行委員による子供向けのイベン
ト、受験生のための入試相談会も実施されましト、受験生のための入試相談会も実施されまし
た。理学部によるオープンラボでは研究室の公開、研究紹介などが行われました。また、創立 90周年記念と

して開催されたスター決定戦、俳優トークショーは会場
が満員となる大盛況でした。
　28 日はホームカミングデーも開催されたため、宮陵
会のブースにも多数の卒業生が訪れ、先日行われた箱根
駅伝予選会のテレビ放映録画や宮陵会館建設の現状・完
成予想図のパネル等を熱心に見ていました。キャンパス
内では 36店の模擬店が出店し、味を競い合っていまし
た。中でも農業サークル K.A.S の模擬店は、自分たちが
キャンパス内の畑で育てた野菜の直売や、収穫したサツ
マイモを使って焼き芋の販売を行っており、多くのお客
さんで賑わっていました。

第26回 ホームカミングデー開催される
10/28（日）  pm. 13:00～

　湘南ひらつかキャンパス第 26回ホームカミングデーが
10月28日（日）午後1時より絶好の天候のもと行われまし
た。当日は平塚祭も開催され、沢山のＯＢ・ＯＧとその家
族が参加しました。冒頭、神奈川大学の校歌斉唱に始まり、
経営学部長の大橋 哲先生からホームカミングデーに参加
された皆様に対する御礼と平塚の経営学部が 2021 年に
平塚から横浜のみなとみらいに、国際経営学部に学部変
更して移転することが決まり、今年の新入生は４年次に
横浜に移転するなどの説明がありました。次に、理学部
長の山口和夫先生から理学部も2023年に横浜六角橋キャ
ンパスに移転する旨の説明がありました。

　続いて乾杯の挨拶を宮陵会の会田 彰副会長が行い、宮陵
会の現状や会費の納入のお願い、同窓生が集う宮陵会館が
来年 3月に竣工すること、箱根駅伝の沿道での応援のお願
いなどをお話しし、乾杯後歓談会に入りました。参加の皆
さんからは、みなとみらいへの移転には喜びと期待がある
反面、平塚が無くなることへの不安の声がありましたが、
ＪＡＺＺ研究会の演奏で和やかな雰囲気で親交を深めるこ
とができました。
　その後ビンゴゲームが開催され盛り上がりの中でホーム
カミングデーは終了しました。

研究紹介などが行われました また 創立 90周年記念と研究紹介などが行われました また 創立 90周年記念と

SH
O
N
A
N
 H
IR
A
TSU

K
A
 C
A
M
P
U
S
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平
成
30
年
11
月
17
日
宮
陵
会
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会

が
、
徳
島
県
宮
陵
会
の
幹
事
の
も
と
徳
島
市
の
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
で
14
時
20
分
か
ら
43
名
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
快
晴
の
も

と
四
国
４
県
の
宮
陵
会
地
域
組
織
の
会
長
を
は
じ

め
、
大
学
か
ら
は
勇
真
一
郎
理
事
長
付
審
議
役
、

宮
陵
会
本
部
か
ら
は
春
原
正
三
郎
副
会
長
が
参
加

し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
会
の
開
催
に
先
立
ち
徳
島
県
宮
陵
会

総
会
が
開
か
れ
、
会
計
報
告
・
事
務
局
長
人
事
案

が
承
認
さ
れ
た
後
、
徳
島
県
宮
陵
会
出
席
者
29
名

が
自
己
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

徳
島
県
以
外
の
会
員
が
会
場
に
揃
っ
た
と
こ
ろ

で
ブ
ロ
ッ
ク
会
が
始
ま
り
、
徳
島
県
宮
陵
会
島
田

武
仁
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
と
し
て
勇
審
議

役
か
ら
神
奈
川
大
学
牧
内
良
平
理
事
長
の
挨
拶
文

を
代
読
し
た
後
、
み
な
と
み
ら
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の

概
要
を
中
心
に
大
学
の
現
状
の
説
明
と
神
奈
川
大

学
創
立
100
周
年
記
念
募
金
・
米
田
吉
盛
教
育
奨
学

金
募
金
等
の
お
願
い
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
春
原

副
会
長
が
、
宮
陵
会
80
周
年
の
歩
み
や
祝
賀
会
の

様
子
・
宮
陵
会
組
織
の
現
状
・
宮
陵
会
館
の
工
事

状
況
等
の
説
明
、
宮
陵
会
費
納
入
の
お
願
い
を
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
四
国
４
県
の
会
長
が
活
動
を
報
告
し
、

各
地
域
組
織
が
行
っ
て
い
る
催
し
物
や
学
生
へ
の

応
援
活
動
等
を
紹
介
し
合
い
ま
し
た
。
最
後
に
次

回
ブ
ロ
ッ
ク
会
の
幹
事
を
愛
媛
県
宮
陵
会
に
決
定

し
て
ブ
ロ
ッ
ク
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
記
念
講
演
会
が
開

か
れ
、
神
奈
川
大
学
工
学
部
建
築
学
科 

荏
本
孝
久

教
授
が
「
西
日
本
を
襲
う
大
規
模
災
害
に
対
す
る

心
構
え
〜
連
鎖
す
る
複
合
災
害
へ
の
備
え
〜
」
と

題
し
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
四
国
沖
の

南
海
ト
ラ
フ
で
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
巨
大
地

震
に
つ
い
て
日
頃
か
ら
心
配
し
て
い
ま
す
の
で
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影
を
済
ま
せ
懇
親
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。
余
興
と
し
て
徳
島
県
宮
陵
会
藤

井
薫
氏(

昭
48
経
卒)

の
計
ら
い
で
「
う
き
よ
連
」

34
名
に
よ
る
阿
波
踊
り
が
披
露
さ
れ
た
後
全
員
で

阿
波
踊
り
を
踊
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

懇
親
会
は
万
歳
三
唱
で
盛
会
の
う
ち
に
お
開
き
に

な
り
ま
し
た
。　

四
国
４
県
の
地
域
組
織
の
会
長

に
「
ブ
ロ
ッ
ク
会
に
期
待
す
る
こ

と
」
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

●
大
学
や
宮
陵
会
本
部
か
ら
出
席

さ
れ
た
来
賓
か
ら
の
最
新
の
情
報

提
供
。

●
各
地
域
組
織
が
工
夫
し
て
行
っ

て
い
る
催
し
物
等
の
情
報
交
換
。
特
に
若
い
卒
業

生
や
女
性
の
参
加
を
促
進
す
る
事
例
の
紹
介
。

（
文
責
：
内
藤　

正
久
）

　　
宮
陵
会

宮
陵
会  

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
が
開
催
さ
れ
る

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
が
開
催
さ
れ
る

　
　
　
　
平
成
平
成
3030
年年
1111
月月
1717
日日　

於

　

於  

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
（
徳
島
）

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
（
徳
島
）

 四国の地域組織会長

徳島県宮陵会会長
島田　武仁（昭45年法卒）

愛媛県宮陵会会長　
八木　健治（昭50年経卒）

香川県宮陵会会長　
中村　郁夫（昭50年貿卒）

高知県宮陵会前会長　
渡辺　範男(昭46年建卒）
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女
性
会
員
の
集
い　

浜
松
バ
ス
ツ
ア
ー

女
性
会
員
の
集
い　

浜
松
バ
ス
ツ
ア
ー

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
名
刹
探
訪
と
精
進
料
理
を
堪
能

名
刹
探
訪
と
精
進
料
理
を
堪
能

　

平
成
30
年
８
月
29
日
女
性
会
員
の
集
い
「
浜

松
バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
、
総
勢
16
名
で
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
浜
松
駅
で
集
合

し
バ
ス
に
。
車
中
で
宮
陵
会
久
米
専
務
理
事
、

静
岡
西
部
宮
陵
会
中
村
会
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い

た
だ
い
た
後
、
渡
辺
委
員
長
よ
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
説
明
、参
加
者
の
自
己
紹
介
な
ど
を
行
い
、

臨
済
宗
大
本
山
奥
山
方
広
寺
に
到
着
し
ま
し

た
。
方
広
寺
は
、
井
伊
直
政
の
実
母
の
出
身
で

あ
る
奥
山
家
ゆ
か
り
の
名
刹
で
す
。

　

バ
ス
を
降
り
る
と
、
奥
山
の
深
い
緑
に
包
ま

れ
た
壮
大
な
景
色
に
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て

お
腹
も
す
い
た
と
こ
ろ
で
精
進
料
理
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
食
前
に
は
「
食
事
五
観
」
を
唱
え
、

感
謝
の
心
で
い
た
だ
き
ま
す
。
特
に
お
料
理
の

中
の
う
な
ぎ
は
と
て
も
美
味
し
く
て
、
う
な
ぎ

に
し
か
思
え
な
い
と
皆
さ
ん
の
話
題
で
し
た
。

実
は
、
山
芋
・
蓮
根
・
海
苔
で
し
た
。

　

自
由
見
学
の
後
、龍
潭
寺
に
移
動
し
ま
し
た
。

井
伊
家
菩
提
寺
と
し
て
有
名
な
龍
潭
寺
、
大
河

ド
ラ
マ
の
名
シ
ー
ン
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
本

学
卒
業
生
（
Ｓ
53
機
械
科
卒
武
藤
明
彦
様
）
の

ご
住
職
が
説
明
し
な
が
ら
案
内
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
遠
州
最
大
の
大
仏
様
、
左
甚
五
郎
作

と
伝
わ
る
一
刀
彫
の
龍
、
鴬
張
り
の
廊
下
、
井

伊
家
40
代
の
お
位
牌
が
祀
ら
れ
、
茶
器
、
槍
、

太
刀
な
ど
貴
重
な
文
化
財
が
残
さ
れ
て
い
て
、

ま
さ
に
井
伊
家
千
年
の
歴
史
を
今
に
残
す
古
刹

に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
国
指
定
名
勝
の
庭
園

に
向
か
っ
て
座
る
と
、
思
わ
ず
時
を
忘
れ
て
し

ま
い
そ
う
に
な
り
ま
す
。
歴
史
を
抱
い
た
ゆ
る

や
か
な
時
の
流
れ
に
、
心
穏
や
か
な
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、ご
神
木
な
ぎ
の
木（
樹

齢
４
０
０
年
）
で
は
、
千
切
ろ
う
と
し
て
も
切

れ
な
い
葉
を
大
切
な
人
と
の
縁
が
切
れ
な
い
、

と
拾
わ
れ
る
方
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
う
な
ぎ
パ
イ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
で
お

買
い
物
を
お
楽
し
み
い
た
だ
い
た
後
、
車
中
で

宮
陵
会
間
中
副
会
長
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
戴
し

て
、
バ
ス
は
一
路
浜
松
駅
に
向
か
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
記
入
い
た
だ
き
記
念
品
を
お

渡
し
し
終
え
る
頃
に
は
、
バ
ス
は
浜
松
駅
に
近

づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
次
回
の
女
性
会
員
の

集
い
で
お
目
に
か
か
れ
る
の
を
楽
し
み
に
、
笑

顔
で
ご
挨
拶
し
合
っ
て
の
解
散
と
な
り
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
：
庄
子　

さ
ち
子
）

　

宮
陵
会
だ
よ
り

■
会
議
予
定

　

理
事
会　

平
成
31
年
２
月
２
日(

土)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月
２
日(

土)

■
地
域
組
織（
地
域
）総
会
開
催
予
定

　

平
成
31
年
１
月
３
日（
木
）　

香
川
県
宮
陵
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
塚
市
宮
陵
会

　
　
　
　
　

１
月
27
日（
日
）　

磯
子
区
宮
陵
会

　
　
　
　
　

２
月
23
日（
土
）　

熊
本
県
宮
陵
会

　
　
　
　
　

３
月
９
日（
土
）　

岡
山
県
宮
陵
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎
市
宮
陵
会 

（
再
建
）

■
地
域
組
織
名
称
変
更

　

変
更
前
名
称　

神
奈
川
大
学
工
学
部
応
用
化
学
科

　
　
　
　
　
　
　
　

同
窓
会

　

変
更
後
名
称　

神
奈
川
大
学
工
学
部
応
用
化
学
科
・

　
　
　
　
　
　
　
　

物
質
生
命
化
学
科
同
窓
会

■
新
地
域
組
織
代
表
者
紹
介

　

山
形
県
宮
陵
会　
　
　
　
　

昭
47
電　

吉
野　
　

徹

　

新
潟
県
宮
陵
会　
　
　
　
　

昭
48
経　

小
熊　

正
志

　

石
川
県
宮
陵
会　
　
　
　
　

昭
47
法　

山
本　

正
芳

　

千
葉
県
宮
陵
会　
　
　
　
　

昭
55
英　

立
花　

久
稔

　

兵
庫
県
宮
陵
会　
　
　
　
　

昭
48
貿　

和
田　

志
朗

　

鳥
取
伯
耆
宮
陵
会　
　
　
　

昭
49
法　

岩
田　

文
明

　

高
知
県
宮
陵
会　
　
　
　
　

平
２
法　

成
岡　

祐
輔

　

社
労
士
宮
陵
会　
　
　
　
　

昭
56
法　

渡
部
健
二
朗

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｂ
会　

昭
55
法　

高
橋
三
樹
夫

　

硬
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会　
　
　

昭
40
経　

熊
谷　

貞
彦

　

自
動
車
工
学
研
究
部
Ｏ
Ｂ
会　

平
20
機　

射
場　

亮
輔

■
叙　

勲

　

平
成
30
年
春
の
叙
勲

　
　
「
旭
日
双
光
章
」　　
　

昭
31
経　

遠
山　

詠
一

　
　
「
瑞
宝
中
綬
章
」　　
　

昭
45
法　

城
納　

一
昭

　
　
「
瑞
宝
中
綬
章
」　　
　

昭
46
法　

羽
田　

愼
司

　

平
成
30
年
秋
の
叙
勲

　
　
「
旭
日
単
光
章
」　　
　

昭
45
貿　

八
木　

秀
夫

　

平
成
30
年
秋
の
褒
章

　
　
「
黄
綬
褒
章
」　　
　
　

昭
53
機　

出
雲　

正
樹

■
訃
報　

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

　

倉
増　

俊
行
殿（
昭
29
経
）

　
　

平
成
30
年
8
月
17
日　

元
函
館
宮
陵
会
会
長

　

飯
田　

武
爾
殿（
昭
36
法
）

　
　

平
成
30
年
11
月
８
日　

元
理
事　

■
冬
季
一
斉
休
業
期

　

平
成
30
年
12
月
28
日（
金
）〜
平
成
31
年
１
月
６
日（
日
）

■
事
務
局
よ
り
の
お
願
い

登
録
さ
れ
て
い
る
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
勤
務

先
な
ど
に
変
更
が
あ
れ
ば
、
ご
連
絡
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

①
神
奈
川
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

卒
業
生
の
ひ
ろ
ば

  

（http://alum
ni.kanagaw

a-u.ac.jp/

）

　
　
　

⇒

卒
業
生
情
報
登
録
・
変
更
の
ご
案
内

②
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
４
５
―
４
１
３
―
０
７
９
１

③E-m
ail:　

 kyuryou-jim
u@
kanagaw

a-u.ac.jp

＊
登
録
い
た
だ
き
ま
し
た
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、

皆
様
の
個
人
情
報
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、「
学
校

法
人
神
奈
川
大
学
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
」
に
従

い
適
正
な
保
護
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

会誌「宮陵」 № 68への
企業広告掲載のご案内

　平成 31年 4月下旬発行の会誌「宮
陵」に掲載する企業広告を募集して
おります。「宮陵」は全国の正会員（約
60,000 名）に発送されます。

■料金表　  　　　　  　　 　
１頁 1/2頁 1/3頁

表４
  〔カラー〕 80,000 50,000 －

表３
  〔カラー〕 60,000 40,000 －

本誌内
  〔白　黒〕 50,000 30,000 20,000

＊掲載広告の版下 （データ） で入稿していた
　だきます。

■お申し込み方法
　宮陵会事務局宛にご連絡ください。
　申込書等をお送りいたします。
　お申し込みの締め切りは
　　平成 31年 2月中旬予定です。

■お申し込みの内容によってはご希
　望にそえない場合もございます。

（単位：円）



（ 8 ）宮 陵 会 報平成30年12月15日　土曜日 第107号


